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はじめに し，東海道本線が柏尾川に沿って走っている。長沼層

関東地方南部に位置する横浜付近は，新第三系，第 の分布域は東海道本線を挟んで東倶I)（東部）と西側

四系の発達が著しく，古くから地質学・古生物学的研 〔西部〉に二分される。

究が数多く行われてきた。それらについては最近の成 1. 東部地域の長沼層

果を 含めて， 日本の地質 「関東地方」編集委員会編 本地域では11地点で露頭観察を行なった。以下に主

(1986）に詳しくまとめられている。ところが， 桃浜 な地点の地質環境について述べる。

周辺は昭和30年代から宅地開発が盛んに行なわれ，長 戸塚区下倉田町永勝寺 （図3の2地点，図1）〔以

沼層分布地域も旧来から知られた露頭はほとんと失わ 下，下倉田2地点とする。〉

れてしまった。また・方，宅地造成工事に伴なう事！？露 本地点は永勝寺東側，すみれ幼稚園裏の小川沿いの

頭が現われ，従来不明とされていた地域から新知l見が 露頭である。ここて芯は， 長沼層の砂礁岩層が上総庖＇i伴

得られることもあった。しかし，現在ではさ らに宅地 に重なっている。砂礁岩層は厚さ50C皿以上あり， 基自主

化が進み，これらの新露頭でさえ失われ， 地質学 ・古 の上総層群から由来したと恩われる泥岩の巨際（径30

生物学的資料の収集は困難になってしまった。 cm以上〕 の聞を， 径10～15c皿前後の円礁が埋めてい

筆者は長沼層の化石採取を主に昭和36～45年頃，露 る。また，基鍛の上総層群の泥岩の表面には，多数の

頭観察を主に昭和45～50年にかけて行った。調査地域 穿孔貝の巣穴化石が見られる（図 1）。

は宅地造成が盛んになりつつある時期で，旧71とからの 戸塚区下倉田町永勝寺西側 （図3の3地点，図2)

露頭がまだ残っており，その上新露頭の出現もあって （下倉田3地点、〕

長沼層を詳しく調査することができた。そこで，その 本地点での長沼層は， 層理の発達しない茶褐色砂岩

調査により収集した資料を整理 ・保存し，記録に残す 層が観察できる。この砂岩層中には，小枝や葉などの

ことが今後の長沼庖の研究にとって有意義であると考 破片がわずかに見られる。長沼層の上位には， 著しい

え，ここに長沼周の地質と化石という内容でまとめる 凹凸のある不整合面を境として扉風ケi甫層が重なる。

ことにした。今回は地質について報告し，化石につい 界風ケ浦層のきを底部には，大きさが数m前後の発泡の

ては次回報告する予定である。 良い角際状の軽石からなる白色軽石層が見られる。こ

調査地域と露頭観察

筆者の調査地域は横浜市戸塚区下倉田町から栄区長

沼町，その西の金井111rから田谷町，さらに鎌倉市関谷

から藤沢市渡内に至る幅約2km，長さ約7kmの範図ても

ある（図 3）。調査地域のほぼ中央には柏尾川が南流

の軽石層は，横浜サブ団研グループ (1978）の下倉｜到

ガラパ ミ層に相当する。この軽石層の厚さは，本士山点

では約1mtこ達する。軽石層の上位には，厚さ 2mの

泥炭層が発達する。この泥炭層は，かつて下倉圧lill!炭

層と呼ばれていたものである。

下倉田町の東，図3の1地点では長沼層を欠き，If{
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風ケ浦層が直接上総層群の」二lこ重なる。また， 戸塚区
にしやと

小菅ケ谷町西谷〔図3の4地点〉では，長沼層の砂機

岩層を確認した。

栄区長沼町豊田小学校前 （図3のG地点，図 5)

（豊田小6地点）

この地点の露頭は，現在その大部分がコンクリート

壁で被われてしま っている。調査時には長沼層の泥岩

層が最下位に imほど見られ，その上に厚さ約5mの

長沼層の砂際岩層が重なり ，さらに上位に界風ケ浦層

がsmの厚さをも って重なっているのを観察した。長

沼層の泥岩層は無層迎で青灰色のやや砂質泥岩からな

り，貝化石を豊富に合んでいる。その上位の砂探岩層

は主に茶褐色の砂岩からなり， 層理はなく化石も合ま

ない。この泥岩層とli沙際岩層との」克は不明瞭て志漸移関

係にある。尚，扉B¥lケ浦層の下部には厚さ40～5Qcmの

白色軽石層（下倉田ガラパミ層） が見られる。

本地点の泥岩層最上部の 層準（図4のF5〕から
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図1 戸塚区下倉田町水勝寺〔図3の2地点〉

N U：長沼層上部の砂採岩層， K：上総層群 〔記

号は以下の図に共通〕。 図左上には上総層群か

らの泥岩の巨礁が，不整合面下の泥岩には穿孔

貝の巣穴が見られる。昭和52年3月撮影。

図2 戸塚区下倉田町永勝寺西1J!IJ（図3
の3地点〉

N U ：長沼層上部の砂岩層，B:

界風ケ浦層， PU：白色軽石層。

昭和52年4月撮影。

は，多数の貝化石を採取できた。その主なものは，キ

サゴ Suchiumcostatum (KIENER〕，エゾタマガイCry-

ρtonatica janthostomoides〔KURODA & RABE〕，コロ

モガイ Cancellariasρengleriana DERHAYES, モミジ

ボラ Inquisitorjeffreysii (SMITH (E. A.)), ＜ メウ

ラシマ Ringiculadoliaris GouLD，ゲンロクソデガイ

Saccella confusa〔HANLEY），トリガイ Fulviamutica 

(REEVE）等である。

栄区長沼町久保〔図 3の7地点〕 〔久保7地点〉

本地点の長沼層は小円悪者まじりの青灰色泥岩層から

なり，多数の貝化石を含む。ここでは基盤との不整合

商を確認て、きないが，礁を多く含むこと，付近の長沼

層の分布や岩相なとから判断して，この泥岩層の層準

は不整合宿直上にあたると思われる。

本地点では泥岩層の下部層準 （図4のF1）より貝

化石を採取した。主なものは， セコボラ Siphonalia

modificata(REEvE〕，ノくイ Babyloniaja戸onica(REEVE)'
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ハイガイ Anadaragranosa (L'NNAEus），アズマニシ

キ Chlamysfarreri nψρonensis KuRODA, カズウネ

イタヤガイPectenalbicans naganumanus YoKOY AMA, 

トウキョウホタテガイPatinopectentokyoensis ToKu 

NAGA，マガキ Crassostreagigas (TAUNBEHG），スダ

レモシォ Crassatellanana ADAMS & REEVE，クチベ

ニCaryocorbulaVenusta (GoUI.o）等である。この中

で，スダレモンオは左右両殻の合さったものが多く，

現地性l{t積を示すものであろう。

栄区飯島町貝殻坂南方（図3の8地点〉〔貝殻坂8

地点）

本地点の長沼層は，スコリアの薄庖を挟む青灰色泥

岩）習が見られる。この泥岩層には員化石が多く含まれ

るが，特に上述のスコ リア層の下位 5mの層準に多い。

この層準（図4のF4地点〕より採取した主なものは，

ハナムシロ Nassariuscaelatus(AoAMs(A.）），ヨコヤ

マミミエガイ Striarcainterplicata〔GRABAU& K ING〕，

カズウネイタヤガイ，マノレシオガマ Cycladicamasem-

iasperoides (NOMURA〕，ハ ナガイ Clausinellatiara 

(Drしf,WYN），ズングリアゲマキ Azorinusabbreviatus 

(GouLD), トガリカタビラ Myadorayokoya問。i(0-

'l'UKA）等である。 この中でヨコヤマミミエガイ，ズン

グリアゲマキは両殻の合さった個体が非常に多い。
みなみや＞

栄区飯島町南谷 （図3の9地点）（南谷9地点）

この露頭は宅地造成工事lニ伴ない出現したが，現在

はコンクリートで被われてしま っている。＊地点で

は， 長沼層のスコリアの薄層を挟む無層l盟の青灰色泥

岩j習を観察できた。この泥岩層は厚さ15mを有し，長

沼~IJ付近に比べてかなり厚く発達している。貝化石が

豊富に含まれ，本地点ではスコリア層から約5m下位

の層準（図4のF3地点〕より採取した。その主なも

図5 栄豆長沼町豊田小学校前（図3の6地点〕

長沼層下部の泥岩層（NL），上自I）の砂磯
岩層（NU），界風ケ浦層（B〕，白色軽石層

(PU）が見られる。化石採取地点（F5) 

は下部の泥岩層の上限付近。昭和40年3
月撮影。

のは，セコボラ，カズウネイタヤガイ，スダレモシオ

ガイ，ウチムラサキガイ Saxidoinusρurpurata(S:i-

WEHBY）などである。

栄区飯島町滝ケ久保 （図3の10地点，図6)c滝ケ
久保10地点〉

本地点は国鉄根岸線ガードより約100m南の県道切

通で，滝ケ久保11地点と問機な状態の不盤合が観祭さ

れる。ここの長沼層は茶～黒灰色の泥岩層と，厚さ約

50CIIlの基底際岩層からなる。基底1深岩層に含まれる1採

は， 径約2～3cm前後の円！深が多、J。

栄区飯島町滝ケ久保の団地西方 （図3の11地点，図

7) （滝ケ久保11地点〉

本地点では，長沼層基底の不整合（＼ 、わゆる長沼不

整合）が観察できる。ここでの長沼庖は茶色の砂礁岩

層からなる。一方，下位の上総層群は無届理の灰色泥

岩層からなる。長沼層の基底は著しい凹凸のある境界

で上総層群に重なっており，基底機岩層の発達が著し

い。この基底弾事岩層は厚さ約50：皿であり ，1傑径2～3

C皿前後の円礁を多く含む。また，一部には下位の上総

層群から由来したと思われる泥岩礁も見られる。これ

らには径lQC皿に達するものもある。図7の左端の不整

合面直上の礁がそれである。

このほかに，滝ケ久保周辺では同様な不獲合をさら

に3ケ所で確認し，また，久保7地点の南東約200m 

の地点でも不整合を観祭した。

2. 西部地域の長沼層

西部地域では17地点で露頭観察を行なったが，その

中から主な地点の地質環境について述へる。

栄区田谷町 （図3の16地点）（田谷16地点〕

本地点は田谷洞窟の西側に位置する。ここの長沼層

は，厚さlOmの泥岩層と，漸移部を挟んでその上に重
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なる砂際岩層からなる。泥岩層は灰色で，貝化石を豊

富に含んでいる。また，泥岩層の中部には仲之谷地域

で見られるものと同じスコリア層が含まれる。上位の

砂1旅岩層はここより北側で良く発達する。図3の17地

点では茶褐色の砂岩層に変化するが，更に北の千秀小

学校付近では，再び厚い事者岩層となる。千秀小学校グ

ランド下の露頭（図3の15地点〉における礁岩層は，

径2～3cm前後の円礁が圧倒的に多い。磯種はチャー

卜， 砂岩，粘板岩などで，特にチャー トが多い。礁の

密集した部分は固結度が高く，湧水を伴なっている。

この磯岩層は鎌倉市関谷付近まで断片的に観察でき

る。

戸塚区小雀町仲之谷付近 （図3の18,19, 20地点〉

〔仲之谷18,19, 20地点）

この地域の長沼層は， 無層理の青灰色泥岩層と，そ

の上に重なる厚さ13mの砂磯岩層を観察できる。泥岩

層には貝化石が豊富に含まれ， 東部地域の貝殻坂8地

点や南谷9地点などで観察したスコリア層も確認し

18 

図6 栄区飯島町滝ケ久保 （図3の10地点〕

昭和42年5月撮影。

図7 栄区飯島町滝ケ久保（図3の11地点〉

昭和52年3月撮影。

た。砂採岩層は，径1～2cmの小礁を含む砂岩層に上

方移化する。 仲之谷19地点では，上総層鮮との不整合

が観察できた。仲之谷18地点では，泥岩層から砂1球岩

層に漸移する様子が良く観察でき，その漸移部は砂質

となり，巣穴と忠、われるサンドパイ プ状の生痕化石が

多数見られた。 また，殻の溶けた員化石も見られた

が， 保存状態が不良で種の判定までできなかった。仲

之谷20地点では， 長沼層のI沙機岩層の上に界風ケ浦層

が不整合に重なる。不整合商直上の扉風ケ浦層は青灰

色の泥岩層からなり，厚さ約2mで，小枝，葉の破片

を含む。その上には厚さ1.2mの白色軽石層が重なる。

この軽石層は，東部地域の下倉田3地点の界風ケ浦層

基底に見られるものと同じもの，下倉田ガラパミ層で

ある。さらにその上位には，茶色の砂岩層が重なる。

この砂岩層は小雀浄水場付近及び関谷から中村まで追

跡できる。

鎌倉市関谷 （図3の21地点， 図8' 22地点〉（関谷

21, 22地点）



関谷付近では2ケ所で長沼層を観察した。両地点で

は，長沼層下部を特徴づける泥岩層は見られず， 基盤

の上総層群〔泥岩層〕の上に長沼層上部の砂磯岩層が

直接重なっている。長沼層の砂磯岩層は， 黒味がかっ

た茶色を呈し，磯径の最大約15C皿のものまでを含む。

なお，砂機岩層の砂質部には，小枝，幹1)破片が稀に

含まれる。

この砂磯岩層の上位には，界風ケ浦層が重なる。こ

この扉風ケ浦層は砂岩と泥岩の互層からなり， 基底部

直上には，仲之谷20地点で見られたものと同じ白色軽

石層が介在する。 この軽石層は横浜市戸塚区金井町

（図3の12,13, 14地点〕においても観察した。

鎌倉市中村 〔図3の23地点，図9）〔中村23地点）

ここでも長沼不整合を観察した。長沼層は下位よ り

基底礁岩層，泥質砂岩層，砂礁岩層がみられる。基底

傑岩層は厚さ30cmで，礁は径 5mm前後の門事告が多い。

泥質砂岩層は厚さが lmで， 青灰色を帯び，小枝の破

片を多量に含む。砂1深岩層は厚さ約3.5mで， 茶褐色

を呈し， 層理，クロスラミナが発達している。泥質砂

岩層と砂際岩層の境は明瞭である。なお， 砂磯岩層の

最上部は層理の良く発達した泥岩と砂岩の互層に変化

する。互層中の砂岩層には， 径 3cm前後の円礁からな

る礁岩層がレンズ状に含まれる。

長沼層の上位には，凹凸のある境界をもって界風ケ

浦層が重なっている。この扉風ケ浦層は厚さ1.8mの

青灰色砂質泥岩層と，その上に重なる厚さ 3m以上に

達するクロスラミナの発達した礁を含む固結度の低い

砂岩層からなる。この砂岩層は，仲之谷から小雀浄水

場，さらに関谷西方まで追跡できた。

鎌倉市植木 （図3の24地点〉（植木24地点〕

本地点でも長沼不整合を観察した。ここの長沼層は

厚さ50Cmの基底礁岩層と，その上位の厚さ12mの泥岩

層からなる。基底磯岩j留は径3C皿前後の 円礁からな

る。泥岩層には化石を確認することができなかった。

この地点より西方約200mlこある貞宗寺裏手の露頭

でも，不整合が観察できた。不整合面はほとんど水平

である。この地点の長沼層は24地点と同織に，その基

底部に厚さ約lOC皿の基底！徐岩層が認められた。礁は径

5 mm前後のチャートの円傑が多L、。基底礁岩層の上に

は，暗灰色の砂質泥岩層がみられるが，化石は認めら

れない。

藤沢市渡内（図3の26地点，図10)c渡内26地点）
およひe藤沢市高谷（図3の27地点） （高谷27地点〉

渡内では長沼層の泥岩j習がみられ，その上部には貝

化石が豊富に含まれる（図4の26地点のF9）。 この

地点から採取した主な貝化石は， コロモガイ Cance-

llaria sρengleriana DESHAYES, ヒメカガミガイ Do-

sinia sericea (REEVE）などである。

この泥岩層の上には， 凹凸のある境をも って扉風ケ

浦層が重なる。界風ケ浦層は下位より，層厚約50CIDの

砂泥互層，層厚約50～aocmの白色軽石層，層厚lmの

泥炭層，砂泥互層からなる。

高谷でも渡内でも同様に，長沼層のやや砂質の青灰

色泥岩層が見られ，その上部から貝化石を採取した。

（図4のF8〕その主なものは，エゾタマガイ Crypto-

natica janthosto押wides(KuRODA & HABE), セコボ

ラ，タマキガイ Gかcymerisvestita〔DUNKER), カズ

ウネイタヤガイ，スダレモシオガイ，フミガイ Vene-

ricardia ferruginosa (ADAMS & R&EvE）などである。

峰の下 （藤沢市村岡〕（図3の28地点〕（峰の下28地

図8 鎌倉市関谷（図3の21地点〕
昭和52年3月撮影。
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点〕

本地点は，現在の藤沢市村岡東三丁目の造成地であ

る。この地点の長沼層は基底磯岩！iiiを欠き，基盤の上
総層群（砂岩泥岩の互層〉の上に，j字。さ 3mの茶褐色

の粗粒砂岩層が重なる。 この砂岩層にはオキシジミ

Cyclina orientalis (SowERBY）， ヒメシラ トリMacoma

incongrua v. M ARTENS などが産出した（図4のF7 

地点〕。基底の砂岩層の上位には，数m以上の厚さを

もっ泥岩層が重なる。この泥岩層の下部には，厚さ30

cmの砂岩層が挟ま り， 渡内の切通しまで追跡できた。

長沼層の岩相

今回の筆者の調査から長沼！震の岩相は，大きく とら

えると下位よ り基底礁岩層，泥岩層，J沙1際岩層に分け

られる。

基底礁岩層： 本層は調査地域の中では東部の下倉田

2地点から滝ケ久保10地点，商部の中村23地点から植

木24地点，さらに峰の下28地点など14地点で観察でき

20 

図9 鎌倉市中村（図 3の23地点〉

ハン7ーの柄の部分が長沼層の基底軍事岩層

昭和52年3月撮影。

図10 藤沢市波内（図3の26地点〉

Pe ：泥炭層。 昭和50年3月撮影。

た。それによると磯岩層を構成する礁の大きさと種類

とに地域的な違いが認められる。すなわち， 最も北東

に位置する下倉田町では基盤の上総層群から由来した

径30C回以上の泥岩礁と，その聞を埋める径10～15CID大

の円機で特徴づけられる。滝ケ久保10,11地点では，

径が2～3cm大の円礁となる。これと同様な磯径をも

っ弾事岩層は西部地域の植木24地点てもも認められた。中

村23地点や植木貞宗寺では磯径は 5mm前後となる。さ

らに，調査地域の南西端である峰の下28地点では，基

底礁岩層は発達せず粗粒砂岩層となっている。

不整合商の形状は東部の戸塚区下倉田町，栄区飯島

町滝ケ久保付近では著しい凹凸を示すが，南西へ向う

に従い凹凸の商は徐々に平坦なものになり， 最南西端

の藤沢市村岡（1峰の下〉付近ではほとんど水平なもの

となる。

泥岩層： 本層は大塚（1938）の長沼層に相当し，そ

の模式地の長沼町貝殻坂を中心に発達する貝化石を型

富に含む青灰色の泥岩層であり， 下位の基底礁岩層の



上に重なる。東部地域5地点での観察では，本層は全

般に細かいj尼から成り ，乾くと灰白色，湿った状態で

は青灰色を呈する。本層の最も厚い所では厚さ18mと

なる。無層理のため走向，傾斜を測定するのが困難で

あるが，一般的に走向は NE～SW 方向，傾斜は NW

～NNW方向に10。未j前の緩傾斜を示す。西部地域で

は10地点で本層を観察した。その結果，田谷町から仲

之谷にかけては，東部地域と同様な岩相を示すが，調

査地域南西部の植木から村岡〔峰の下〉にかけてはや

や砂質となっている。本層の最も厚く発達する渡内付

近では約30mの層厚を示す。

本層中には厚さが最大15Cmにおよぶスコリ ア層が見

られる。このスコリア層は，黒色角際状の径2～3C皿

のスコリア粒から成り，部分的に密集する。風化に強

く，露頭では突出していることが多L、。 8地点で観察

した。調査地域のほぼ全域で観察でき（図4), 長沼

層の層序対比に有効となった。なお，このスコリア層

は満岡ほか （1977）のタヤスコに相当する。

本層から産出する貝化石は，基底に近い層準〔久保

7地点，峰の下28地点など），スコリア層の下位約5

mの層準（貝殻坂南方8地点，南谷9地点など〉と泥

岩層の上部の層準（豊田小6地点，渡内26地点，高谷

27地点など）より採取した。 これら採集した貝化石に

ついては次回に詳細に報告する予定である。

砂磯岩層： ；本層は前述の泥岩層の上に重なる茶褐色

の砂磯岩層である。 この砂磯岩層は大塚(1937）の田谷

砂l深層を含めたものである。東部地域では4地点、で観

察した。 その中で最も露出のよい豊旧小6地点では，

層厚5mであり下位の泥岩層より漸移する。岩相は

般に無層理で砂質部が優勢である。稀に小枝や葉化石

を含む。 西部地域では18地点で本層を観察した。田谷

町から仲之谷にかけては下位の泥岩層から砂質部を挟

んで漸移する。この地域の岩相は礁岩が優勢であるが

小糠まじりの砂岩となる。関谷では下位の泥岩層を欠

き，基盤の上総層群に不整合に重なる。本砂磯層の上

位はほぼ調査地域の全域で不整合で界風ケ浦層に被わ

れることを確認した。

まとめ

1 長沼層は 岩相から，下位よ り基底傑岩層， 泥岩

層，砂磯岩層に分けられる。

2 長沼層と上総層群との不整合の形態は東部では凹

凸が大きく，西部に向うにしたがって小さくなり，南

西部ではほとんど平坦化している。

3 基底磯岩層の礁は分布の北東部では10～15C回大の

円礁から成るが，南西部に向うほど粒径が小さくなる

傾向を示す。

4 長沼層の主体をなす泥岩層は，全般に青灰色を呈

し， 貝化石を基金富に含む。分布の東部では細泥，南西

部ではやや砂質となる。本層中には黒色のスコリア層

が挟在し，ほぽ全域で確認できた。

5 長沼層の上部を占める砂磯層は茶褐色を呈し，東

部では砂質部が優勢となり，南西部では機質部が優勢

となる。詳しく追跡検討すると側方変化が著しし、。
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（東京都江戸川区東篠崎町5280-318)

昭和61年11月3日をもって横浜市戸塚区が戸塚区，

栄区，泉区に分区された。分区に伴い長沼層の分布す

る長沼町，小菅ケ谷町a，飯島町， 笠間町，金井町，田

谷110・， 長尾台町は栄区となった（編集委員会〉。
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